
竜
野
駅
周
辺
整
備
事
業

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
交
渉
ご
と

で
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
は
ど
う
い
う
理
由
で
な
の
か
。

大
き
く
は
２
つ
あ
り
、
１
点
目
は
、

Ｊ
Ｒ
と
の
間
で
、
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
位
置
を
め
ぐ
り
、
安
全
上
の
観
点
か
ら

合
意
形
成
が
図
れ
て
い
な
い
。
も
う
１
点

は
、
何
名
か
の
方
々
か
ら
、
事
業
に
対
し

て
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
工
事
費
や

物
件
補
償
費
な
ど
を
繰
り
越
す
こ
と
と
す

る
。

　

新
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
揖
保
川
保
健

セ
ン
タ
ー
は
、
「
た
つ
の
市
公
共
建
築
物

再
編
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
用
途
廃
止
と

し
ま
す
。

各
支
所
で
業
務
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

こ
と
だ
が
、
配
置
さ
れ
る
保
健
師
の
人
数

が
減
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

現
在
、
新
宮
、
揖
保
川
の
保
健
師
に

つ
い
て
は
、
１
名
ず
つ
配
置
し
て
お
り
、

今
後
も
人
数
は
変
わ
ら
な
い
。

　

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置

さ
れ
、
帰
属
を
受
け
た
宮
脇
14
号
線
ほ
か

６
路
線
を
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
河

川
改
修
事
業
に
よ
り
、
市
道
の
起
点
及
び

終
点
等
を
変
更
し
ま
す
。

新
宮
地
区
梅
原
橋
を
上
流
に
架
け
替

え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
西
光
橋
を
歩
道
橋

だ
け
で
も
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

聞
い
て
い
る
が
、
地
元
と
の
調
整
は
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
地
元
自
治
会
長
に
話
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
下
流
に
あ
る
梅

原
橋
を
、
西
光
橋
と
統
合
し
て
車
が
行
き

来
で
き
る
一
つ
の
大
き
な
橋
に
し
て
、
皆

さ
ん
の
交
通
の
安
全
を
図
り
た
い
。

令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決
！

た
つ
の
市
保
健

セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止

市
道
の
路
線
認

定
及
び
変
更
に

つ
い
て

令和２年度各会計補正予算
　今回の補正は、国の補正予算に伴う事業費の確定及び補助事業等の決定に伴う
増減、その他やむを得ない事情によるもので、一般会計、各特別会計及び企業会計
でそれぞれ補正予算を可決しました。

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 △1億9,581万2千円 483億6,284万7千円
学校給食センター事業特別会計 △2,589万2千円 ６億5,924万円
国民健康保険事業特別会計 ３億9,513万6千円 85億1,489万9千円
後期高齢者医療事業特別会計 5,362万2千円 12億627万円
介護保険事業特別会計 1,476万9千円 69億2,703万円

主な増額補正
●ふるさと応援寄附金受入事業（寄附金の増加に伴う記念品費等の追加）	 2,613万４千円
●病院事業（新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当の追加等に伴う運営負担金の追加） 	2,350万円
●国民宿舎事業（寒波により発生した漏水修繕に伴う補助金の追加）	 750万円
●たつのふるさと応援グルメ券発行事業	 ２億6,713万９千円
（地域経済の活性化図るため、プレミアム付き商品券の追加発行に伴う交付金等の追加）
●公園整備事業（都市公園整備に伴う工事請負費の追加）	 3,400万円
●学校統合推進事業（御津小学校と室津小学校の統合に伴う修繕料等の追加）	 576万８千円
●基金管理事業（ふるさと応援寄附金の増及び利率確定に伴う積立金の追加）	 5,333万５千円

栗栖川上空から
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